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№123
園児みんなで楽しいすべり台！ 福島県広野町議会

決算認定、前年比２７％減少決算認定、前年比２７％減少

予算の成果と検証を次年度に反映予算の成果と検証を次年度に反映

予算の内容が復旧から復興へ予算の内容が復旧から復興へ

（定例会質疑）⑥

８議員が町政を問う（一般質問）⑱

（二ツ沼総合公園遊具リニューアル）

ふるさと納税や町内生活環境整備などふるさと納税や町内生活環境整備など

②

平成26年10月17日発行

議会だより
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平成25年度決算を認定

124 億円
　一般会計は、約101億1033万円、特別会計は、国民健康保険な

ど６会計合わせて約23億6168万円となり、合計約124億7201万円

の歳出決算となりました。

　これに対して、歳入決算は歳出決算を約12億1061万円上回る、

約136億8262万円となりました。

　平成24年度決算額191億6374万円と比較すると27％の減少とな

ります。

復旧 復興から へ

　平成 26 年９月定例会を９月 16 日から 19 日ま

での会期で開きました。

　今回は、平成 26 年度一般会計および特別会計

補正予算案など、提出された議案を慎重に審議

し、原案どおり可決しました。

　また、９月定例会は、決算議会でもあり、平

成 25 年度の一般会計および６つの特別会計を認

定しましたが、東日本大震災の影響や、今後の

財政運営や経費削減に向けた取り組みなどの改

善や要望を求める意見が相次ぎました。

　なお、一般質問では、８人の議員が、それぞ

れ町の対応や考えを問いただしました。

監査委員からの指摘
　広野町の財政状況は、依然として東京電力

㈱広野火力発電所における大規模償却資産税

への依存度が高い状況にあります。

　しかし、大規模償却資産税は年々大幅に減

少し、22 年度から引き続き普通交付税の交

付団体となっています。

　平成 26 年度は、一時的に大規模償却資産

分の大幅な税収が見込めますが、その他の税

収増は、厳しいものがあります。

　今後、保健事業や福祉事業等の成果を再検

証するとともに、事業の見直しを図るなど、

予防医療、予防介護の充実・拡充に努めて疾

病を未然に防ぎ、結果的に歳出の削減につな

がるような施策を積極的に展開されることを

望みます。

監査結果を述べる黒田監査委員

　平成25年度一般会計および特別会計の歳入歳出

決算書については、関係諸帳簿および証拠書類と

照合した結果、決算計数は正確であり、執行は適

正なものと認められました。
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平成25年度歳入・歳出決算額� 〈金額は、全て千円以下を切り捨てて表示しています。〉

会　 計　 名
決　算　額 収入未済額

（税金等の滞納）
採決の状況

歳入（収入） 歳出（支出）

一　般　会　計 112億  799万円 101億1033万円 2億4384万円 全員賛成で認定

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 9億6799万円 9億4605万円 7738万円 〃

土 地 開 発 事 業 3億6977万円 3億4184万円 0円 〃

公共下水道事業 6億  524万円 5億8124万円 425万円 〃

農業集落排水事業 3156万円 2634万円 143万円 〃

介 護 保 険 4億8697万円 4億5329万円 317万円 〃

後期高齢者医療 1308万円 1289万円 9万円 〃

小 　 　 　 　 計 24億7463万円 23億6168万円 8632万円

合　　　　　計 136億8262万円 124億7201万円 ※3億3018万円

※国庫補助金と県補助金の翌年度繰越事業に充当する6616万円が含まれています。

平成25年度決算

４つの健全化判断比率でチェック
指　　標 内　　容 広野町 早期健全化基準

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし １５％

連結実質赤字比率 全ての会計の赤字の割合 赤字なし ２０％

実質公債比率 年間の借金返済額の割合 １５．5％ ２５％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 １７．6％ ３５０％

危険信号

起立による決算認定のようす

　

広
野
町
の
財
政
の
健
全

性
を
表
す
指
標
は
、
い
ず

れ
も
危
険
な
基
準
を
超
え

て
お
ら
ず
、
財
政
状
況
は

良
好
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般会計・特別会計
歳入歳出決算額、積立金現在高、町債現在高の推移

� （単位：億円）

歳入

（収入）

歳出

（支出）
町税

積立金

（町の預金）

町債

（町の借金）

23年度 88 73 11 18 46

24年度 212 191 15 38 45

25年度 136 124 15 43 46

町民１人当たりの金額

歳入　２６４万円
歳出　２４１万円
預金　１１２万円
借金　　８９万円

平成 26 年 10 月１日人口５１４３人で算出
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一般会計・特別会計　歳入歳出決算額、積立金現在高、町債現在高の推移

23年度 24年度

（単位：億円）

歳入（収入）　　　　歳出（支出）　　　　町税　　　　積立金（町の預金）　　　町債（町の借金）

25年度

88
73

11

212

191

15

124
136

15
46

18

45

38

46

43

完成間近な小松橋

〈金額は全て千円以下を切り捨てて表示〉
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坂
本
建
設
課
長　

こ
の
不

納
欠
損
は
、
下
水
道
使
用

料
で
水
道
企
業
団
も
上
水

道
使
用
料
金
を
不
納
欠
損

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
た

め
、
企
業
団
と
協
議
し
処

理
し
ま
し
た
。

不
納
欠
損
処
理
の
理
由
は

渡
辺
久
長
議
員　

下
水
道

処
理
事
業
で
４
万
４
０

０
０
円
の
不
納
欠
損
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
で
処
理
し
た
の
で
す

か
。

坂
本
建
設
課
長　

下
水
道

事
業
の
借
入
返
済
は
、
平

成
40
年
こ
ろ
ま
で
で
、
残

額
は
約
13
億
円
で
す
。

借
入
金
の
残
額
は
い
く
ら
で
、
何
年
残
っ
て
い
る
の
か

坂
本
紀
一
議
員　

下
水
道

事
業
で
借
入
金
返
済
は
あ

と
何
年
残
っ
て
い
て
、
残

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

中
津
除
染
対
策
課
長　

南

山
牛
削
蹄
場
跡
地
、
県
道

広
野
小
高
線
高
萩
の
２
カ

所
は
数
値
が
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
速
バ
ス
利

用
者
駐
車
場
は
県
有
地
の

た
め
草
刈
り
程
度
で
除
染

が
完
了
し
た
と
県
が
判
断

し
て
い
ま
す
の
で
、
徹
底

し
た
除
染
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
協
議
し
て
い
ま
す
。

毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
堅
持
せ
よ

門
馬
巧
議
員　

南
山
牛
削

蹄
場
跡
地
、
県
道
広
野
小

高
線
高
萩
、
高
速
バ
ス
利

用
者
駐
車
場
の
３
カ
所
は

い
ず
れ
も
０
・
23
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

県
有
地
の
駐
車
場
は
早

急
に
除
染
を
要
請
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

執
行
し
た
予
算
の
成
果
を
次
年
度
予
算
に
反
映

質疑

決算

公平な負担が求められる下水道使用料

以前は高速バス利用者駐車場だった県有地

鈴
木
福
祉
介
護
課
長　

こ

れ
は
地
域
支
援
事
業
費
に

か
か
る
介
護
予
防
費
で
あ

り
※
特
定
高
齢
者
の
介
護

予
防
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
、
一
般
の
介

護
予
防
に
関
し
て
は
実
施

し
て
い
ま
す
。

※
介
護
認
定
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
方

き
ち
っ
と
事
業
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か

北
郷
幹
夫
議
員　

介
護
予

防
事
業
費
で
１
６
７
万
１

０
０
０
円
と
い
う
予
算
現

額
で
、
予
防
事
業
に
は
力

を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

　

補
正
予
算
を
組
ん

で
お
い
て
結
果
的
に

５
万
８
０
０
０
円
し
か

使
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
は
ど
う
い
っ
た
理
由
で

す
か
。

健康づくりには運動が大切

青
木
町
民
保
健
課
長　

減

塩
対
策
や
肥
満
対
策
を
講

じ
る
た
め
、
先
進
地
の
西

会
津
町
に
保
健
師
と
食
生

活
改
善
推
進
委
員
を
派
遣

し
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
ふ

ま
え
次
年
度
に
反
映
し
ま

す
。

検
証
結
果
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

塩　

史
子
議
員　

保
健
事

業
や
福
祉
事
業
等
の
成
果

を
再
検
証
す
る
と
と
も
に

事
業
の
見
直
し
を
図
る
な

ど
、
25
年
度
の
決
算
を
踏

ま
え
て
26
年
度
は
ど
の
よ

う
な
新
し
い
事
業
・
施
策

を
講
じ
て
ま
す
か
。

糖分や塩分の対策を呼びかける

大
和
田
総
務
課
長　

県
で

廃
炉
作
業
を
監
視
す
る
業

務
の
委
員
に
町
職
員
が

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
燃
料
棒
の
取

り
出
し
の
確
認
作
業
が
あ

り
ま
し
た
。

原
子
力
応
急
業
務
の
昨
年
の
実
績
は

北
郷
幹
夫
議
員　

町
職
員

が
原
子
力
災
害
応
急
業
務

に
従
事
し
た
昨
年
の
実
績

と
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
改
正

　

原
子
力
災
害
応
急
業
務

に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
の
業
務
適
用
範

囲
が
、
国
や
県
に
な
ら

い
、
よ
り
詳
細
に
な
り
ま

し
た
。

福島第一原

子力発電所

の敷地内に

おける業務

免震重要棟

の外

①原子
炉建屋
内

１日　40,000 円

②故障
設備等
現場確
認

１日　20,000 円

①及び
②以外

１日　13,300 円

免震重要棟

の内
１日　 3,300 円

帰還困難区

域における

業務

屋外

４時間
以上

１日　 6,600 円

４時間
未満

１日　 3,960 円

屋内 １日　 1,330 円

居住制限区

域における

業務

屋外

４時間
以上

１日　 3,300 円

４時間
未満

１日　 1,980 円

屋内 １日   　660 円
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９
月
補
正
予
算

９
月
補
正
予
算

遠
藤
町
長　

住
民
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
に
計
画

に
も
と
づ
い
て
訓
練
し
な

け
れ
ば
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。

　

11
月
５
日
に
は
津
波
被

災
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　

今
後
、
石
油
化
学
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
訓
練
や
水
防

訓
練
な
ど
を
は
じ
め
防
災

訓
練
を
計
画
的
に
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
す
る
防
災
訓
練
を
実
施
せ
よ

渡
邉
正
俊
議
員　

原
子
力

災
害
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

た
だ
知
ら
せ
る
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

真
剣
に
向
き
合
い
防
災
訓

練
を
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

中
津
除
染
対
策
課
長　

町

と
し
て
は
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
し
た
場
合
に
は
す
べ
て

底
質
土
壌
を
取
り
払
う
よ

う
、
ま
た
時
期
は
農
作
業

に
支
障
の
で
な
い
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

た
め
池
の
除
染
調
査
の
時
期
は

北
郷
幹
夫
議
員　

た
め
池

の
除
染
は
、
全
て
の
箇
所

を
除
染
す
る
の
で
す
か
。

　

そ
れ
と
も
高
線
量
の
箇

所
だ
け
除
染
す
る
の
で
す

か
。

　

ま
た
、
水
田
の
関
係
で

工
事
期
間
が
限
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

調査が行われる予定の二ツ沼

中
津
除
染
対
策
課
長　

除

染
に
関
す
る
検
証
委
員
会

は
大
学
の
先
生
、
医
師
、

看
護
師
、
放
射
線
技
師
等

の
専
門
家
を
考
え
て
い
ま

す
。

放
射
線
健
康
不
安
相
談
に
あ
た
る
講
師
の
職
種
は

門
馬
ま
り
え
議
員　

放
射

線
健
康
不
安
相
談
に
あ
た

る
講
師
は
ど
ん
な
職
種
の

人
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

町内の放射線量を示すモニタリングポスト

さらなる復興の加速化へ

財政調整基金積立金(町の貯金)など17億3464万円を追加補正
　今回補正は、財政調整基金積立金（町の貯金）や住宅改善事業の内容となりました。

　これにより、一般会計は歳入歳出それぞれ14億6869万円追加され、総額で164億2958

万円となりました。

全会一致で可決

補正の結果

　　　会 計 名　　　　 　　 　　補正額　　　　　 　　　（補正後の予算額）

一 般　　　　14 億 6869 万円　　　　　（164 億 2958 万円）

国民健康保険特別    　　　　 　3724 万円　　　　　（  10 億 2103 万円）

土地開発事業特別    　　　　 　9905 万円　　　　　（  11 億 6191 万円）

公共下水道事業特別    　　　　 　9416 万円　　　　　（    4 億  261 万円）

介 護 保 険 特 別    　　　　 　3532 万円　　　　　（    4 億 9529 万円）

後期高齢者医療特別    　　　　 　    18 万円　　　　　（          4549 万円）

主な内容

○財政調整基金積立 （町の貯金）　　　　　　　　　　　10 億 1273 万円

○し尿塵芥処理費 （災害廃棄物処理など）　　　　　　  　2 億 9136 万円

○除染対策費（ため池の線量調査など）     　　　　　　　　　4480 万円

○放射線健康不安等相談事業（講師による相談など）　　　　　1200 万円

※金額は、全て千円以下を切り捨てて表示しています。

３月に行われた広野駅での避難訓練
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請
願
・
意
見
書

議

決

事

項

工事の名称

　広野駅東側第１期開発整備区域用地造成工事

施 行 場 所

　下浅見川字広長地内他

工事請負代金

　３億４３４４万円

請　負　者

　田中・西本特定建設工事企業体

工事委託の名称（変更なし）

　常磐線広野・木戸間久保田

こ道橋新設工事（全体協定）

施行場所（変更なし）

　下北迫字久保田地内

全体協定の金額

　４億３３３３万円を

　４億１４１９万９１８１円

に変更

　（１９１３万８１９円の減

額）

 【理由】保安費などの減少に

よるもの

請　負　者（変更なし）

　東日本旅客鉄道株式会社

　駅東側の造成工事請負契約や常磐線広野・木戸間久保田こ道橋新設工事契約金額の変

更を可決しました。

　内容は次のとおりです。

現在は整備地区の除染が行われる

工事委託の名称（変更なし）

　常磐線広野・木戸間久保田

こ道橋新設工事（平成26年

度協定）

施行場所（変更なし）

　下北迫字久保田地内

全体協定の金額

　１億７１５０万円を

　１億５２３６万９１８１円

に変更

　（１９１３万８１９円の減

額）

　【理由】保安費などの減少

によるもの

請　負　者（変更なし）

　東日本旅客鉄道株式会社

工事の名称（変更なし）

　二ツ沼総合公園遊具更新事

業

施行場所（変更なし）

　二ツ沼総合公園内

工事請負代金

　９３９７万５０００円を

　９７９３万８７２０円に変

更

　（３９６万３７２０円の増額）

　【理由】張芝の面積が増え

たため

請　負　者（変更なし）

　西本建設株式会社

国
に
対
し「
東

日
本
大
震
災

の
被
災
者
に
対

す
る
援
助
の
た
め
の
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」
の
有
効
期
限

を
延
長
す
る
立
法
措
置

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

塩　
　

史
子

賛
成
者　

坂
本　

紀
一

　
　
　
　

渡
辺　

久
長

　
　
　
　

門
馬　
　

巧

　
　
　
　

小
磯　

利
雄

【
要　

旨
】　

　

国
に
対
し
て
、
法
テ

ラ
ス
の
業
務
有
効
期
限

の
延
長
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

現
行
法
の
ま
ま
だ

と
、
平
成
27
年
３
月
31

日
で
効
力
が
失
わ
れ
、

被
災
者
や
被
害
者
の
生

活
再
建
に
水
を
差
し
か

ね
ま
せ
ん
。

　

広
野
町
議
会
と
し

て
、
有
効
期
限
の
延
長

を
求
め
ま
す
。

こんなことが 決まりました

採 
択

　

ど
の
国
も
一
国
の
み

で
平
和
を
守
る
こ
と
は

で
き
ず
、
国
際
社
会
も
我

が
国
が
国
力
に
ふ
さ
わ

し
い
形
で
積
極
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
保
障
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
政
府
と
し

て
責
任
を
果
た
す
た
め

に
も
、
十
分
な
体
制
を

持
っ
て
力
強
い
外
交
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

安
定
し
た
国
際
環
境
を

つ
く
り
、
国
際
法
に
の
っ

と
っ
て
行
動
し
、
紛
争
の

平
和
的
な
解
決
と
安
定

に
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
貢
献
す
る
た
め

に
も
可
能
と
す
る
国
内

法
制
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

北
郷　

幹
夫

渡
邉　

正
俊

黒
田　

政
徳

渡
辺　

久
長

坂
本　

紀
一

紛
争
解
決
と
平
和
安
定
に
は
法
整
備
必
要

討　

論

賛
　
成

反
　
対

不
採
択

集団的自衛権行使容認の閣議決定を撤回し、

立法化しないことを求める請願書
討論の結果、賛成３、反対８で不採択となりました。

【紹介議員】

畑中　大子

　

か
つ
て
我
が
国
の
先

人
た
ち
が
大
東
亜
共
栄

圏
構
想
の
国
策
に
も
と

づ
く
侵
略
戦
争
で
多
く

の
国
へ
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
。
ま
た
、
３
１
０
万

と
も
い
わ
れ
る
同
胞
を

失
っ
た
反
省
か
ら
戦
後

69
年
、
歴
代
内
閣
が
一
貫

し
て
堅
持
し
て
き
た
こ

の
平
和
憲
法
を
国
際
貢

献
の
名
の
も
と
に
時
の

政
府
の
解
釈
改
憲
で
戦

争
に
参
戦
し
や
す
く
し

よ
う
と
す
る
ま
さ
に
将

来
の
我
が
国
の
あ
り
よ

う
を
決
す
る
こ
の
重
大

事
を
看
過
し
て
よ
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ

う
は
思
い
ま
せ
ん
。

畑
中　

大
子

塩　
　

史
子

戦
争
に
参
戦
し
や
す
く
し
よ
う
と
し
て
い
る

門
馬　
　

巧

小
磯　

利
雄
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第３回臨時会 再生可能エネルギーを導入

11
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決

　

７
月
23
日
に
第
３
回
臨

時
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
工
事
や
中
央
体
育
館

の
改
修
工
事
な
ど
の
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
根

本
珠
美
さ
ん
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

災害時の必要電力を確保
【補正の結果】

会　計 補 正 額 補正後の額

一般会計 ３０９９万円 1４９億６０８９万円

※金額は、全て千円以下を切り捨てて表示しています。

太陽光パネルが設置される庁舎屋上

工事の名称

　町営住宅修繕工事（大平団地）

施 行 場 所

　折木字大平地内

工事金額

　１億４１４８万円

請　負　者

　田中・五社山特定建設工事共同企業体

工事の名称

　町営住宅修繕工事（虻木団地）

施 行 場 所

　上浅見川字虻木地内

工事金額

　７４５２万円

請　負　者

　横山・西本特定建設工事共同企業体

工事の名称

　広野小学校再生可能エネルギー導入工事

施 行 場 所

　中央台３丁目地内

工事金額

　７０４１万６０００円

請　負　者

　いわき電気工業株式会社

工事の名称

　広野町役場庁舎再生可能エネルギー導入工事

施 行 場 所

　下北迫苗代替地内

工事金額

　５７７８万円

請　負　者

　有限会社猪狩電設工業

工事の名称

　久保～川原田線道路新設工事

施 行 場 所

　下浅見川字久保地内他

工事金額

　６６９６万円

請　負　者

　西本建設株式会社

工事の名称

　上北迫岩沢地区仮々置場整備工事

施 行 場 所

　上北迫字岩沢地内

工事金額

　１億５１２０万円

請　負　者

　田中・山田特定建設工事共同企業体

工事の名称

　広野中学校体育館修繕事業（その２：工事）

施 行 場 所

　下浅見川字築地12番地地内

工事金額

　６９６６万円

請　負　者

　常磐開発・西本建設特定建設工事共同企業体

工事の名称

　広野町中央体育館改修工事

施 行 場 所

　中央台１丁目地内

工事金額

　１億９５４８万円

請　負　者

　加地和・五社山特定建設工事共同企業体

第４回臨時会 仮設宿泊施設を無償貸し付け
宿泊施設の解消・郡内復興に協力

財
産
の
無
償
貸
付
を
可
決

　

８
月
22
日
に
第
４
回
臨

時
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

仮
設
宿
泊
施
設
の
無
償

貸
し
付
け
を
審
議
し
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

こ
の
仮
設
宿
泊
施
設
は

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
整
備
し
、
町
に
無
償
譲

渡
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

町
は
、
双
葉
郡
の
復
興

に
協
力
す
る
た
め
、
富
岡

地
区
旅
館
業
組
合
の
有
志

が
設
立
し
た
株
式
会
社
フ

タ
バ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
こ
の
施
設
を
無
償

で
貸
し
付
け
る
も
の
で

す
。

　

質
疑
で
は
、
施
設
の
管

理
や
貸
付
の
契
約
期
間
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
で
は
、
議
員

定
数
に
関
す
る
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、

議
論
を
重
ね
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
Ｐ
16

委
員
会
報
告
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

　

双
葉
郡
内
の
議
員

定
数
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。

郡内町村の議員定数はどうか
人口：平成 26 年９月～ 10 月の間に各町村が発表したもの

広野町 楢葉町 富岡町 川内村 大熊町 双葉町 浪江町 葛尾村

人 　 口 5,143 7,474 15,307 2,757 10,879 6,386 19,174 1,499

改 正 前
定 数

14 14 16 12 16 12 20 10

最 終
改 正 年

H26.10.1 H26.10.1 H26.10.1 H26.9.19 H26.10.1 H26.10.1 H26.8.31 H26.10.1

現在定数 12 12 14 10 14 8 16 8

教
育
委
員
会
委
員

根ね

本も
と　

珠た
ま

美み 

さ
ん

（
大
字
上
浅
見
川
）

人
事
案
件
に
同
意
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委員 会報告
委員会の活動 状況を報告します。

住
総務文教

民
へ
の
説
明
を
し
っ
か
り
と

復
興
に
向
け
て
造
成
事
業

指
産業厚生

導
・
情
報
発
信
を
適
切
に

平
成
26
年
産
米
の
作
付
け

具
産業厚生

体
的
な
協
議
進
捗
は

ほ
場
整
備
事
業

総務文教常任委員会　　 平成26年８月18日　開催

産業厚生常任委員会　　 平成26年８月19日　開催　

東日本大震災災害復興　 平成26年８月22日　開催

に関する特別委員会　　

議員定数に関する　　　 平成26年７月３日　開催

特別委員会

秋晴れのなか開催された幼稚園運動会

修繕される町営住宅

　

駅
東
側
開
発
整
備
事
業

１
期
・
２
期
と
災
害
公
営

住
宅
つ
い
て
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

選
定
委
員
選
考
は
こ
れ

か
ら
で
あ
り
、
公
募
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
は
委
員

の
主
観
は
入
ら
な
い
。
２

期
工
事
地
元
説
明
会
は
再

度
行
い
、
１
１
５
戸
造
成

計
画
に
伴
う
住
所
移
転
の

縛
り
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
丁
寧

な
住
民
へ
の
説
明
と
工
期

内
の
完
成
を
提
言
し
ま
し

た
。

　

検
査
場
へ
の
搬
入
出
で

２
０
０
円
／
袋
の
助
成
金

や
除
草
剤
に
対
す
る
助
成

金
、
交
差
汚
染
防
止
対
策

の
補
助
な
ど
質
疑
は
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
昨
年
の
実

　

こ
の
事
業
に
７
地
域
が

希
望
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
な
協
議
の

進
捗
度
合
い
は
ど
う
か
。

　

ほ
場
整
備
事
業
と
並
行

し
て
就
農
者
、
受
託
者
等

の
育
成
も
図
る
べ
き
で
あ

る
等
々
多
岐
に
わ
た
る
質

績
に
勝
る
と
も
劣
る
こ
と

の
な
い
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
お
一

層
の
適
宜
適
切
な
指
導
、

情
報
発
信
を
行
う
よ
う
提

言
し
ま
し
た
。

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
本
事
業
は

当
町
の
農
家
農
地
の
将
来

を
決
す
る
大
事
な
事
業
で

あ
る
と
考
え
、
全
力
を
傾

注
し
て
取
り
組
む
よ
う
提

言
し
ま
し
た
。

帰
総務文教

町
人
口
増
加
に
つ
な
げ
よ

帰
町
促
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

　

町
営
住
宅
の
修
繕
と
災

害
公
営
住
宅
入
居
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
営
住
宅
入
居

し
て
い
る
方
は
、
空
住
宅

に
移
動
を
お
願
い
し
、
光

熱
費
は
町
負
担
を
検
討
す

る
。
マ
リ
ン
コ
ー
ポ
の
現

状
は
確
認
し
て
い
る
が
、

補
助
の
対
象
に
は
入
ら
な

い
状
況
で
あ
る
と
の
説
明

で
し
た
。

子
総務文教

ど
も
た
ち
の
教
育
が
優
先

中
高
一
貫
校

　

町
教
育
施
設
借
用
は
相

互
協
力
・
連
携
に
関
す
る

協
定
よ
り
対
応
し
、
県
は

県
立
中
学
校
の
開
校
は
明

言
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
は
立
ち
位
置

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
子
ど

も
た
ち
が
不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
最
大
限
配
慮
す
る

と
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
来
春

開
校
に
向
け
た
準
備
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
き
、
31
年
度

本
校
舎
運
用
に
つ
な
が
る

よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
広
野
中

学
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

化
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、

町
外
通
学
等
に
よ
り
厳
し

い
状
況
と
の
説
明
で
し
た
。

校庭で元気に体を動かす児童

刈り取りが進む 26 年産米

難
産業厚生

聴
地
域
を
解
消
せ
よ

防
災
行
政
無
線
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
整
備
事
業

　

現
在
の
防
災
無
線
の
屋

外
支
局
は
、
何
カ
所
か
。

整
備
事
業
を
１
年
先
送
り

す
る
が
、
27
年
度
の
い
つ

頃
に
な
る
の
か
、
な
ど
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
設
備
よ
り
電
波

状
況
と
受
信
環
境
が
改
善

さ
れ
、
難
聴
地
域
が
解
消

さ
れ
る
よ
う
設
計
施
工
し
、

投
資
効
果
を
図
る
こ
と
に

最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。

実
産業厚生

情
を
踏
ま
え
た
減
免
措
置
を

国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
に
お
け
る
減
免
措
置

　

介
護
保
険
で
10
月
以
後

認
定
書
を
交
付
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
新
た
に

認
定
を
受
け
た
場
合
交
付

ま
で
に
多
く
の
時
間
を
要

す
る
の
か
、
な
ど
の
質
問

を
ふ
ま
え
今
後
も
町
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
施

策
を
実
践
で
き
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
９
月

の
災
害
公
営
住
宅
と
町
営

住
宅
修
繕
完
了
に
よ
り

４
４
２
人
の
帰
町
が
可
能

に
な
り
２
０
０
０
人
を
超

え
る
帰
町
人
口
に
な
る
、

し
っ
か
り
予
定
通
り
進
め

る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。
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員
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工
東日本特別

程
表
に
沿
っ
た
業
務
推
進
を

減
容
化
施
設
に
係
る
進
捗
状
況

　

環
境
省
か
ら
、
10
万
ベ

ク
レ
ル
／
㎏
を
超
え
る
も

の
は
中
間
貯
蔵
施
設
に
搬

出
し
、
10
万
ベ
ク
レ
ル
以

下
の
も
の
は
富
岡
町
の
処

分
場(

エ
コ
テ
ッ
ク
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー)

に
搬

出
す
る
計
画
で
あ
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
仮
設
減
容

化
処
理
施
設
の
工
程
表
に

沿
っ
て
業
務
を
推
進
し
処

理
完
了
時
期
が
遅
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
求
め
ま

し
た
。

　

な
お
、
減
容
化
施
設
建

設
現
場
を
委
員
全
員
で
調

査
し
ま
し
た
。

予
東日本特別

定
の
１
／
３
の
発
電
量
で
も
事
業
を
進
め
る
の
か

ふ
く
し
ま
広
野
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　

東
北
電
力
㈱
の
説
明
で

は
、
当
該
地
域
の
接
続
連

携
に
関
し
て
既
に
他
業
者

か
ら
の
本
申
込
書
が
入
っ

て
お
り
、
送
電
線
の
制
約

が
発
生
し
た
こ
と
が
わ
か

り
、
結
果
と
し
て
、
広

野
町
に
対
し
て
連
携
可

能
容
量
と
し
て
１
９
９
９

㎾
の
申
し
込
み
に
対
し
て

７
２
０
㎾
を
確
保
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
町
と
し

て
７
２
０
㎾
で
進
め
た
い
。

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
図
面
が
で

き
あ
が
っ
た
後
、
現
地
調

査
を
含
め
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

義
東日本特別

援
金
配
分
案
を
了
承

町
義
援
金
の
配
分

　

国
・
県
か
ら
の
２
次
義

援
金
の
追
加
配
分
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
町
義
援
金

を
加
え
て
町
民
に
対
し
１

人
当
た
り
１
万
５
０
０
０

円
を
配
分
し
て
い
き
た
い

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
町
義
援
金

の
配
分(

案)

を
了
承
し

ま
し
た
。

減容化施設建設に向けて整備が進む

定
定数特別

数
削
減
は
や
む
な
し
で
は
な
い
か

議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と

　

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
議

員
定
数
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
意
見
を
述
べ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

「
定
数
削
減
が
必
ず
し
も

最
善
の
策
で
は
な
い
。」
と

い
っ
た
認
識
は
持
ち
つ
つ

も
、
震
災
前
と
比
べ
人
口

が
減
少
し
、
町
民
の
帰
還

が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状

況
下
で
は
、
削
減
や
む
な

し
と
い
っ
た
意
見
が
大
勢

を
占
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
て
定
数
削

減
の
方
向
で
協
議
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
、
具
体

的
な
削
減
数
に
つ
い
て
も

次
回
委
員
会
で
協
議
し
、

早
め
に
結
論
を
出
す
こ
と

で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

議員定数を協議

　

知
性
・
好
奇
心
を
湧
か
せ
る

授
業
、
生
徒
の
運
営
に
よ
る
活

気
溢
れ
る
各
種
行
事
・
部
活
動

に
対
す
る
真
剣
な
ま
な
ざ
し
と

躍
動
す
る
姿
な
ど
学
校
に
対
す

る
愛
着
と
誇
り
を
参
観
し
ま
し

た
。

　

来
春
県
立
「
ふ
た
ば
未
来
学

園
」
開
校
に
向
け
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
が
ふ
る
さ
と
双
葉
を

再
建
で
き
る
人
材
に
な
る
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
「
復
興
教
育

拠
点
と
し
て
の
心
構
え
」
を
確

認
で
き
る
研
修
で
し
た
。

総務文教
委員会

＜北海道登別市視察研修＞

北海道登別市　明日（あけび）中等教育学校（公立の中高一貫校）を視察

～双葉郡の未来を担う人材育成へつなげる～

教育内容を学ぶ委員

　

川
上
村
の
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク

構
想
は
「
村
は
屋
根
の
な
い
病

院
」
を
テ
ー
マ
に
高
度
医
療
、

自
然
環
境
、
人
間
関
係
を
大
切

に
保
健
・
福
祉
・
医
療
・
介
護

の
一
体
化
・
一
元
化
を
図
る
た

め
の
事
業
で
す
。

　

今
後
、
町
の
復
興
に
は
保
健

師
と
管
理
栄
養
士
の
確
保
に
努

め
健
康
づ
く
り
と
疾
病
予
防
、

介
護
予
防
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
に
力
を
い
れ
る
こ

と
。

　

そ
し
て
保
健
・
福
祉
の
情
報

共
有
と
医
師
と
の
連
携
を
定
期

的
に
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

産業厚生
委員会

＜長野県川上村視察研修＞

長野県川上村ヘルシーパーク構想を学ぶ

～高齢者が安心して生活でき健康で生きがいのある生活をするには～

課題や目標を質問する委員

　

編
集
内
容
な
ど
は
、
議
会
の

役
割
の
特
集
記
事
、
住
民
の
登

場
記
事
を
多
く
取
り
入
れ
た
紙

面
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
議
会
と
住
民
を
つ

な
ぐ
広
報
紙
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
学
び
広
野
町
議
会

広
報
編
集
も
、
町
民
の
声
を
多

く
取
り
入
れ
掲
載
し
、
町
民
と

議
会
を
つ
な
ぐ
身
近
な
広
報
紙

と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
委
員
一
同
さ
ら
な
る
編
集
技

術
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
認
識
さ
せ
ら
れ
た

研
修
で
し
た
。

広　　報
委員会

＜岩手県金ヶ崎町議会広報編集特別委員会視察研修＞

第 28 回町村議会広報全国コンクールで最優秀賞を受賞

～町民と議会をつなぐ役割を再認識～

お互いに編集内容を学ぶ研修



ふ
る
さ
と
納
税
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
は

遠
藤
町
長
／
礼
状
と
冊
子
を
送
付

①
平
成
23
年
度
に

34
件
で
４
１

０
万
円
、
平
成
24
年
度
に
15

件
で
91
万
円
、
平
成
25
年
度

に
16
件
で
66
万
円
で
す
。

②
礼
状
と
広
野
町
の
復
興
を

伝
え
る
冊
子
な
ど
を
送
付
す

る
こ
と
で
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
東
日
本
大
震

災
後
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
実
績
は
ど
う
で

す
か
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

に
新
米
な
ど
の
特
産
品
を

贈
っ
て
、
税
収
の
確
保
と

町
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
、
風
評
対
策
と
す
る
ほ

か
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。 北

郷

町
長

北郷　幹夫 議員

消
防
団
員
協
力
の
会
社
に
優
遇
制
度
を

遠
藤
町
長
／
何
ら
か
の
優
遇
が
可
能
か
検
討

全
国
に
は
消
防

団
活
動
に
協
力
し

て
い
る
事
業
所
等
を
事
業
税

減
税
な
ど
で
支
援
し
て
い
る

県
も
あ
り
ま
す
の
で
、
福
島

県
で
も
優
遇
措
置
を
す
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
町
税
で
も
何
ら
か

の
優
遇
が
可
能
か
、
ま
た
税
制

だ
け
で
は
な
く
他
の
方
策
も
検

討
し
ま
す
。

消
防
団
員
協
力

の
会
社
に
優
遇

制
度
を
取
り
入
れ
て
、
働

き
な
が
ら
消
防
団
活
動
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
消
防
団
員
の
確
保

に
向
け
た
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。　

北
郷

町
長

町消防団（福島県消防協会双葉支部春季連合検閲式）

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
Ｐ
Ｒ
せ
よ

遠
藤
町
長
／
周
知
、
利
用
促
進
を
図
る

平
成
15
年
８
月
の

制
度
開
始
か
ら
本

年
９
月
２
日
ま
で
の
間
で
交

付
し
た
枚
数
は
94
枚
で
、
こ

の
う
ち
写
真
付
き
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
65
枚
で
す
。

　

ま
た
、
町
広
報
紙
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
戸
籍
係

窓
口
で
の
啓
発
な
ど
、
周
知
、

利
用
促
進
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
的
な
証
明
書

と
し
て
、
利
用

で
き
る
「
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
、

現
在
ま
で
の
交
付
枚
数
は

何
枚
で
す
か
。

　

ま
た
、
広
報
紙
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広

く
Ｐ
Ｒ
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

北
郷

町
長

必要事項を記入し、窓口へ申込が必要

見本

19

一

般

質

問

1818

追
跡
レ
ポ
ー
ト

８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、

議員が議題に関係なく、町長の考え

方や町政の執行状況について事実の

説明を求めたり、所信を問いただす

ものです。

一般質問席（広野町議会議場）

町内に建設中の住宅（大吹地区分譲地）

●平成26年３月定例会● 一般質問

遠 藤 　浩 議員

子どもたちの再会事業を開催せよ

夏休みを利用して開催

集まれ！ひろのっこin広野小

　子どもたちの絆を繋ぎとめる事業を実施して

「空白となった子どもたちの記憶」を取り戻すこ

とが重要ではないですか。

　８月９日、広野町にゆかりのある小学校１年

生から中学校３年生までの子どもたちが小学校

に集まりました。

　久しぶりの友人や先生との再会に笑顔が見え

ました。

　また、思い出をつづった絆アルバムも作成予

定です。

大勢の子どもたちと保護者が集まりました

　夏休みなどを利用して同級生が一同に参加で

きるような事業を実施していきたいと思いま

す。



塩　史子 議員

ふ
る
さ
と
納
税
で
経
済
効
果
を
創
出
せ
よ

遠
藤
町
長
／
特
典
は
導
入
し
て
い
な
い

①
平
成
23
年
度
に

34
件
で
４
１

０
万
円
、
平
成
24
年
度
に
15

件
で
91
万
円
、
平
成
25
年
度

に
16
件
で
66
万
円
で
す
。

②
礼
状
と
広
野
町
の
復
興
を

伝
え
る
冊
子
な
ど
を
送
付
す

る
こ
と
で
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
過
去
３
年
間

23
、
24
、
25
年

度
、広
野
町
に
対
す
る「
ふ

る
さ
と
寄
附
金
」
は
い
く

ら
で
す
か
。

②
広
野
町
で
は
多
く
の

方
々
に
多
く
の
寄
附
金
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

あ
る
い
は
、
寄
附
を
し
た

く
な
る
よ
う
な
方
策
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

町
長

塩

コンパクト化が協議される広野駅舎

広
野
駅
を
改
築
せ
よ

遠
藤
町
長
／
駅
舎
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
協
議

①
広
野
駅
の
駅

舎
は
、
昭
和
12
年

12
月
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
線
橋
は
、
昭
和
50
年
11
月

に
完
成
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
25
年
度
の
助
成
件
数

は
１
９
３
件
で
、
助
成
額
は

80
万
６
５
５
８
円
で
す
。

　

平
成
26
年
度
の
９
月
９

日
時
点
の
助
成
件
数
は

１
５
５
件
で
、
助
成
額
は

87
万
３
２
０
０
円
で
す
。

③
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
と
通
路
の

構
造
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
由
通
路
は
駅
構
内

に
直
接
出
入
り
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
Ｊ
Ｒ
で
行
う
既
存
の
駅
舎

を
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
事
業

で
の
整
備
を
協
議
し
て
い
ま

す
。

広
野
町
が
双
葉

郡
の
復
興
の
玄

関
口
と
名
実
と
も
に
自
信

を
も
っ
て
言
え
る
よ
う
に

駅
を
改
築
す
る
の
も
今
が

最
良
の
時
と
考
え
ま
す
。

①
駅
舎
は
い
つ
建
設
さ

れ
、
こ
線
橋
は
い
つ
設
置

さ
れ
ま
し
た
か
。

②
帰
還
者
Ｊ
Ｒ
利
用
運
賃

助
成
事
業
の
利
用
状
況
は

ど
う
で
す
か
。

③
本
年
度
重
点
事
業
と

な
っ
て
い
る
「
Ｊ
Ｒ
自
由

通
路
新
設
事
業
」
と
駅
と

は
関
係
あ
り
ま
す
か
。

④
駅
の
改
築
を
町
長
は
ど

う
考
え
ま
す
か
。

町
長

塩

無
人
ヘ
リ
農
薬
防
虫
剤
散
布
を
実
現
せ
よ

遠
藤
町
長
／
事
例
を
調
べ
、
検
討

無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
り
病
害

虫
防
除
を
実
施
す
る
に
は
、
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

水
稲
の
品
種
に
よ
り
防
除

時
期
が
違
う
た
め
、
品
種
が
混

在
し
て
い
る
と
作
業
効
率
が

悪
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
特

別
栽
培
や
有
機
栽
培
等
の
栽

培
管
理
を
行
う
農
家
に
お
い

て
は
防
除
に
参
加
し
な
い
こ

と
も
あ
り
、
農
薬
の
飛
散
問
題

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
防
除
作
業
に
対
す
る

県
の
補
助
事
業
等
防
除
支
援
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
病
害
虫

防
除
を
し
て
い
る
事
例
を
調

べ
、
関
係
機
関
と
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業

も
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

を
受
け
60
才
以
上
が
大
部

分
で
す
の
で
、
農
作
業
に

心
労
を
い
だ
い
て
い
る
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

特
に
動
噴
を
背
負
っ
て

の
農
薬
殺
虫
剤
の
散
布
作

業
が
大
変
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
解
消
し
、

本
町
の
農
地
農
家
の
維
持

発
展
の
た
め
に
も
、
無
人

ヘ
リ
散
布
事
業
の
制
度
設

計
、
実
現
に
む
け
て
の
支

援
策
を
講
じ
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

町
長

門馬　巧 議員

門
馬

今年作付けされた水田

町内に多く建設される宿舎

作
業
員
へ
の
課
税
策
は
な
い
か

遠
藤
町
長
／
極
め
て
難
し
い
内
容

地
方
税
法
に
定

め
る
税
目
以
外

に
、条
例
に
よ
り
「
法
定
外
税
」

を
新
設
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
作
業
員
の

所
得
を
課
税
標
準
と
し
て
法

定
外
税
を
新
設
す
る
こ
と
は
、

個
人
住
民
税
と
の
二
重
課
税

と
な
り
、
一
方
、
所
得
以
外

の
も
の
を
課
税
の
根
拠
と
し

て
新
た
な
税
目
を
新
設
す
る

と
と
も
に
国
の
同
意
を
得
る

こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
内

容
で
す
。

現
在
２
６
０
０

人
が
町
内
の
施

設
を
宿
泊
拠
点
と
し
て
経

済
活
動
、
労
働
を
し
て
対

価
を
得
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
応
分
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

　

何
か
方
策
を
調
査
研
究

し
、
町
財
政
に
資
す
る
条

例
制
定
の
有
無
を
伺
い
ま

す
。

町
長

門
馬
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来春から教育委員会制度が変わります

畑中　大子 議員

①
国
が
年
間
被

ば
く
線
量
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
な
く
て

も
大
丈
夫
と
言
い
だ
し
て

い
ま
す
。

　

町
は
こ
の
変
化
を
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

が
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
て
表
示
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
除
染
に
関
す
る

基
準
値
は
、
こ
れ
ま
で
の

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
堅
持
し
ま
す
か
。

①
年
間
被
ば
く

線

量

１

ミ

リ

シ
ー
ベ
ル
ト
緩
和
の
議
論
は

一
方
的
に
進
め
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

②
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
箇

所
は
存
在
し
ま
す
。

　

対
処
方
法
を
環
境
省
等
と

継
続
的
に
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
的
な
目
標

と
し
て
追
加
被
ば
く
線
量
年

間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

と
す
る
基
本
方
針
を
引
き
続

き
堅
持
し
て
い
き
ま
す
。

年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
堅
持
せ
よ

遠
藤
町
長
／
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
く

町
長

畑
中

①
町
民
は
す
で

に
、
精
神
的
損

害
は
被
っ
て
い
な
い
と
考

え
ま
す
か
。

　

ま
た
、
精
神
的
損
害
と

は
何
だ
と
考
え
ま
す
か
。

②
第
２
回
定
例
会
の
町
長

の
答
弁
で
、
柔
軟
的
に
対

応
し
て
い
く
旨
述
べ
て
い

ま
す
。

　

柔
軟
的
に
対
応
と
は
、

賠
償
に
つ
い
て
ど
う
い
う

姿
勢
で
臨
む
こ
と
で
す

か
。

③
浪
江
町
が
町
民
の
賠
償

増
額
の
た
め
に
可
能
性
を

追
求
し
て
い
る
姿
勢
こ
そ

見
習
う
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

①
心
身
共
に
大

き
な
苦
痛
を
受

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

へ
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
精
神
的
損
害
は

自
宅
以
外
で
の
生
活
を
長

期
間
余
儀
な
く
さ
れ
、
正

常
な
日
常
生
活
の
維
持
・

継
続
が
著
し
く
阻
害
さ
れ

た
た
め
に
生
じ
た
精
神
的

苦
痛
を
賠
償
す
べ
き
損
害

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
国
か
ら
の
復
興
交
付
金

事
業
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
様
々
な
支
援
に
よ
り

町
民
の
生
活
再
建
を
図
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

③
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
特
化
し
た
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

賠
償
は
ど
ん
な
姿
勢
で
臨
む
か

遠
藤
町
長
／
国
へ
強
く
訴
え
て
い
る

畑
中

町
長

①
広
洋
台
に
面

す
る
６
号
線
沿

い
の
街
路
樹
に
関
し
て
町

政
懇
談
会
な
ど
で
質
問
は

あ
り
ま
し
た
か
。

②
街
路
樹
に
関
す
る
作
業
を
、

委
託
す
る
の
は
県
で
す
か
。

③
樹
木
の
高
さ
制
限
は
あ

り
ま
す
か
。

　

家
屋
敷
地
内
に
落
葉
し

な
い
よ
う
な
方
策
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

①
第
26
行
政
区

長
よ
り
国
道
沿

い
の
街
路
樹
の
枝
払
い
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

②
街
路
樹
の
剪
定
作
業
は

本
年
度
予
算
化
し
、
町
が

行
い
ま
し
た
。

③
架
線
に
触
れ
な
い
範
囲

で
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
敷
地
内
に
落
葉

し
な
い
よ
う
な
方
策
を
検

討
し
た
い
と
想
い
ま
す
。

家
屋
敷
地
内
に
落
葉
し
な
い
方
策
を
考
え
よ

遠
藤
町
長
／
引
き
続
き
堅
持
し
て
い
く

町
長

畑
中

①
原
発
作
業
員

や
除
染
作
業
員

の
宿
舎
お
よ
び
民
間
家
屋

に
居
住
し
て
い
る
の
は
９

月
現
在
何
人
で
す
か
。

②
ま
わ
り
に
見
ず
知
ら
ず

の
人
々
が
増
え
る
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
広
野
町
で
生
活
す
る
に

は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
と
協
定
を
締
結
す
る

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

①
平
成
26
年
９

月
９
日
現
在

２
８
４
７
人
で
す
。

②
ゴ
ミ
の
出
し
方
や
生
活

道
路
で
の
交
通
量
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
仮
設
の
事
業
所
や
宿

舎
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
自
ら

が
処
理
す
る
よ
う
広
報
や

チ
ラ
シ
を
作
成
し
依
頼
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

量
の
増
加
に
伴
う
苦
情
に

対
し
て
は
、
交
通
マ
ナ
ー

に
対
す
る
啓
蒙
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

③
協
定
の
締
結
は
、
双
葉

地
方
除
染
事
業
等
・
警
察

連
絡
会
の
な
か
で
協
議
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

協
定
締
結
で
問
題
解
決
を

遠
藤
町
長
／
双
葉
地
方
除
染
事
業
等
・
警
察
連
絡
会
と
協
議

町
長

畑
中

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
を
ど
う
果
た
す
の
か

浅
野
教
育
長
／
保
護
者
会
の
開
催
を
予
定

魅
力
あ
る
学
校
教
育
構
想
に
取
り
組
め

遠
藤
町
長
／
『
広
野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
考
案

中
学
生
用
に
ト

イ
レ
・
手
す
り
・

フ
ロ
ア
ブ
ー
ス
・
施
設
等
を

改
修
し
、
そ
れ
ぞ
れ
支
障
の

な
い
よ
う
に
調
整
し
、
相
談

室
も
設
置
し
、
教
育
環
境
の

維
持
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
保
護
者
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

町
独
自
の
教
育

と
幼
・
小
・
中
一

貫
し
た
教
育
構
想
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
、本
年
度
、『
広

野
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
考

案
し
、
教
育
構
想
を
具
現
化

す
る
た
め
「
小
・
中
学
校
教

職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
組
織
し
、
計
画
づ
く
り
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
ば
未
来
学

園
高
校
の
開
設

準
備
の
た
め
、
広
野
中
学

校
校
舎
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
に
不
利

益
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
す
る
声
が
多
く

上
が
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
後
の
教
育
環
境
に
対

す
る
方
針
と
不
安
を
訴
え

る
保
護
者
へ
の
説
明
責
任

を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て

い
く
の
で
す
か
。

学
校
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
ふ

た
ば
未
来
学
園
高
校
の
開

校
に
加
え
、
国
が
改
正
を

目
指
す
小
・
中
一
貫
校
制

度
な
ど
、
教
育
構
想
の
変

革
期
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
町
と
し
て
、
他

の
市
町
村
に
は
な
い
魅
力

あ
る
幼
・
小
・
中
の
学
校

教
育
構
想
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長

町
長

遠藤　浩 議員

遠
藤

遠
藤

ふたば未来学園校建設予定地

中
学
校
と
み
か
ん
ク
ラ
ブ
の
連
携
を
図
れ

浅
野
教
育
長
／
学
校
教
育
か
ら
離
れ
、
難
し
い

中
学
生
を
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
み

か
ん
ク
ラ
ブ
）
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
は
、
学
校
教
育
の
範

囲
か
ら
離
れ
る
の
で
部
活
動

と
し
て
の
取
り
扱
い
は
、
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
中
学
校
へ
の
指
導

者
派
遣
な
ど
は
、
今
後
、
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
校
は
、
生

徒
数
が
少
な
い

こ
と
か
ら
部
活
動
の
種
目

が
少
な
く
活
動
内
容
も
十

分
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
中
学
校
と
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
み
か
ん
ク
ラ
ブ
）
と
が

連
携
す
る
こ
と
で
新
た
な

部
活
動
の
創
立
や
活
動
内

容
の
充
実
を
図
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
長

遠
藤

８月には子どもたちの再会事業を開催
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町
内
外
で
の
厳

し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
な
か
、
他

自
治
体
と
の
補
償
・
賠
償

に
か
か
る
整
合
性
は
い
つ

実
現
す
る
の
で
す
か
。

①
精
神
的
損
害
賠
償
10
万

円
継
続
要
望

②
国
へ
見
舞
金
支
給
要
望

③
早
期
帰
還
者
賠
償
金

90
万
円
支
給

④
田
畑
の
賠
償

⑤
立
木
・
山
林
の
土
地
の

賠
償

①
②
③
④
国
や

政
府
、
原
子
力

損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
に

対
し
、
精
神
的
損
害
賠
償

の
継
続
、
見
舞
金
な
る
新

た
な
賠
償
制
度
の
構
築
お

よ
び
早
期
帰
還
者
賠
償
と

田
畑
の
賠
償
の
対
象
範
囲

の
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

⑤
対
象
区
域
、
対
象
と
な

る
損
害
、
対
象
と
な
る
資

産
及
び
賠
償
金
額
の
算
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
の
賠
償
と
見
舞
金
は

遠
藤
町
長
／
様
々
な
支
援
で
生
活
再
建
図
る

町
長

小
磯

①
双
葉
地
方
町

村
会
を
組
織
す

る
一
員
と
し
て
他
被
災
自

治
体
の
町
村
民
帰
還
と
支

援
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し

ま
す
か
。

②
本
町
の
限
界
を
超
え
た

職
務
量
が
あ
り
、
独
立
行

政
法
人
に
よ
る
計
画
策
定

や
業
務
運
営
も
選
択
肢
で

は
な
い
で
す
か
。

①
双
葉
地
方
８

町
村
が
一
体
と

な
り
、
諸
問
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
双
葉

地
方
の
復
興
に
繋
が
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

②
職
員
の
採
用
は
も
と
よ

り
、
業
務
量
に
応
じ
た
派

遣
職
員
を
含
め
た
職
員
配

置
を
計
画
的
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

双
葉
地
方
の
被
災
町
村
民
の
帰
還
と
支
援
は

遠
藤
町
長
／
双
葉
地
方
８
町
村
が
一
体
で
協
議

町
長

小
磯

小磯　利雄 議員

福
島
県
・
双
葉

町
・
大
熊
町
で

除
染
廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵

施
設
の
受
け
入
れ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
を
経
由
す
る
搬
入

車
両
に
よ
る
渋
滞
対
策
と

安
全
対
策
に
町
は
ど
う
対

処
さ
れ
ま
す
か
。

①
搬
入
総
量
は
い
く
ら
で

す
か
。

②
搬
入
手
段
は
ど
う
さ
れ

ま
す
か
。

①
②
国
か
ら
町

に
対
し
、
除
染

廃
棄
物
の
中
間
貯
蔵
施
設

へ
の
搬
入
に
つ
い
て
の
説

明
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。　

　

町
民
が
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
な
く
、

安
全
・
安
心
が
得
ら
れ
る

輸
送
経
路
と
な
る
よ
う
調

整
し
て
い
き
ま
す
。

搬
入
車
両
対
策
は

遠
藤
町
長
／
安
全
・
安
心
が
得
ら
れ
る
輸
送
経
路
と
な
る
よ
う
調
整

町
長

小
磯

①
平
成
25
年
度

末
、
最
終
的
な

不
能
欠
損
額
は
税
目
別
・

件
数
・
総
額
別
に
い
く
ら

で
す
か
。

②
こ
れ
ま
で
滞
納
処
分
の

停
止
、
消
滅
時
効
や
中
断

は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

理
由
と
過
去
10
年
、
年

度
別
総
額
は
い
く
ら
で
す

か
。

③
過
去
10
年
、
年
度
別
の

不
能
欠
損
処
分
総
額
は
い

く
ら
で
す
か
。

④
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
ま
す
。

①
平
成
25
年
度

は
、
不
能
欠
損

処
理
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

②
時
効
の
中
断
は
納
付
誓

約
書
の
提
出
な
ら
び
に
滞

納
金
の
一
部
納
付
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

過
去
10
年
間
の
年
度
別

総
額
は
、
集
計
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
今
回
の

総
額
に
含
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
滞
納
処
分
の
停
止

で
す
が
、
平
成
18
年
度
が

公
平
公
正
な
納
税
を

遠
藤
町
長
／
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
執
行

町
長

小
磯

26
万
円
、
平
成
19
年
度
が

約
９
万
円
、
平
成
21
年
度

が
約
６
７
６
万
円
で
、
消

滅
時
効
は
、
平
成
18
年
度

が
約
４
５
３
万
円
、
平
成

19
年
度
が
約
１
０
６
２
万

円
、
平
成
21
年
度
が
約

６
２
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

時
効
の
中
断
は
、
平
成

17
年
度
が
約
２
７
５
万

円
、
平
成
18
年
度
が
約

１
６
２
４
万
円
、
平
成
19

年
度
が
約
４
８
３
９
万

円
、
平
成
21
年
度
が
約

４
２
２
万
円
、
平
成
22
年

度
が
約
１
４
４
８
万
円
で

す
。

③

平

成

18

年

度

が

約

４
７
８
万
円
、
平
成
19

年
度
が
約
１
０
６
８
万

円
、
平
成
21
年
度
が
約

６
２
６
万
円
で
す
。

④
震
災
に
よ
る
納
付
の
猶

予
期
間
が
終
了
し
た
も
の

か
ら
督
促
状
の
送
付
を
開

始
し
、
法
令
に
基
づ
き
適

切
に
執
行
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
で
人
材
を
確
保
せ
よ

遠
藤
町
長
／
計
画
的
な
職
員
採
用
を
含
め
検
討

①
他
の
職
種
と

同
様
に
、
募
集
要

項
の
全
戸
配
布
、
広
報
ひ
ろ
の

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
立
医
大
な

ど
保
健
師
の
国
家
試
験
の
受

験
資
格
取
得
が
で
き
る
大
学

二
校
に
募
集
要
項
を
送
付
し
、

校
内
へ
の
掲
示
を
依
頼
し
て

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
管
理
栄
養
士
は
保
健
師
と

同
様
に
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
上
で
重
要

な
職
種
と
認
識
し
て
い
ま
す

の
で
、
計
画
的
な
職
員
採
用

を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

社
会
全
体
で

個
人
の
健
康
を

支
え
守
る
環
境
を
つ
く
た

め
に
は
、
保
健
対
策
の
健

康
づ
く
り
や
栄
養
・
食
生

活
の
改
善
推
進
が
重
要
で

す
。

①
保
健
師
の
採
用
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
。

②
管
理
栄
養
士
の
採
用
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

町
長

門
馬

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化
せ
よ

遠
藤
町
長
／
町
職
員
の
派
遣
も
含
め
総
合
的
に
判
断

国
、
県
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
へ

資
格
職
の
人
員
確
保
を
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
な

人
材
不
足
も
あ
り
、
実
現
に

は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
職
員
な
ど
の
派

遣
も
含
め
総
合
的
に
判
断
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
を
図
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職

員
体
制
は
３
つ
の
専
門
職

種
で
対
応
さ
れ
る
も
の
で

す
が
、
こ
の
震
災
以
降
、

職
員
体
制
が
整
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

町
と
し
て
職
員
確
保
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
ま
す
か
。

町
長

門
馬

老人クラブパークゴルフ大会

門馬　まりえ 議員

町民の健康を支える保健センター
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安
全
宣
言
は
い
つ
か

遠
藤
町
長
／
新
た
な
町
づ
く
り
と
町
の
将
来
の
方
向
性
を
年
内
に
発
信

①
専
門
家
に
よ

る
検
証
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
現
在
ま
で
３
回

の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
町
内
の
放
射
線

量
の
現
状
評
価
と
内
部
被
ば

く
な
ど
の
健
康
リ
ス
ク
の
検

証
を
行
い
、
町
民
が
安
全
・

安
心
を
得
ら
れ
る
取
り
組
み

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
企
業
と
は
、
そ
の
必
要
性
を

相
互
に
理
解
し
、
店
舗
規
模
、

設
置
場
所
な
ど
の
詳
細
な
打

合
せ
を
月
ご
と
に
繰
り
返
し

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
、
福

島
県
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
事
前
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

③
町
民
に
対
し
、
新
た
な
町

づ
く
り
と
町
の
将
来
の
方
向

性
を
年
内
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
放
射
線
に
対

す
る
不
安
払
拭

に
ど
う
対
応
し
、
住
民
に

説
明
し
ま
す
か
。

②
町
民
か
ら
要
望
の
多
い

買
い
物
が
出
来
る
施
設
の

整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
形

で
す
す
め
ま
す
か
。

③
全
て
の
面
で
広
野
町
の

安
全
宣
言
と
い
う
こ
と
が

重
要
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
時
期
は
い
つ
に
な
る
の

で
す
か
。

町
長

渡
邉

復
旧
作
業
労
働
者
と
共
生
の
町
づ
く
り
と
は

遠
藤
町
長
／
相
互
理
解
を
深
め
、
協
力
、
協
働

町
は
、
町
民
の

幸
せ
な
帰
町
・
復

興
を
確
か
な
も
の
と
す
る
こ

と
で
、
広
域
的
な
視
点
に
立

ち
、
双
葉
地
方
の
復
旧
・
復

興
を
牽
引
、
加
速
さ
せ
て
い

く
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
廃
炉
作
業
な
ど
に

関
わ
る
作
業
員
の
方
々
と
の

新
た
な
共
生
の
在
り
方
や
新

し
い
時
代
の
新
た
な
町
づ
く

り
の
創
成
を
、
町
民
と
と
も

に
相
互
理
解
を
深
め
、
協
力
、

協
働
し
て
復
興
を
成
し
遂
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
よ
り
多
く

の
原
子
力
関
係

労
働
者
が
町
内
に
居
住
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
で
向
き
合
っ
て
い

く
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
企
業
と
の
関
わ

り
は
ど
の
よ
う
な
方
針
を

も
っ
て
臨
ん
で
い
ま
す

か
。

町
長

渡
邉

朝夕の時間帯に交通量が増える町内の道路

渡邉　正俊 議員

国
お
よ
び
東
京
電
力
㈱
へ

要
望
書
を
提
出

　

平
成
26
年
９
月
24
日
か

ら
２
日
に
わ
た
り
、
関
係

省
庁
の
各
大
臣
や
議
員
に

要
望
書
を
、
ま
た
東
京
電

力
㈱
に
対
し
て
は
、
要
望

書
を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま

し
た
。

　

幸
せ
な
帰
町
・
復
興
の

た
め
に
は
、
き
め
細
や
か

な
支
援
に
加
え
復
興
を
加

速
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

議
員
か
ら
は
廃
炉
の
着

実
な
取
り
組
み
や
賠
償
の

実
施
、
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
措
置
延
長
や
高
速

道
路
無
料
措
置
の
継
続
な

ど
多
く
の
要
望
・
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

塩崎厚生労働大臣へ救急医療体制の充実や
国保の減免措置延長を要望

幸せな帰町・復興へ支援要望

～賠償実現ときめ細やかな支援を～

“幸せな帰町・復興”への支援等について
【要望事項】
１　廃炉に向けた取組の着実な実施について
２　原子力被害に対する適切な賠償の実施について
３　国民健康保険税等の免除に対する財政支援に

ついて
４　浄水施設への財政支援について
５　飲料水に関する安全・安心の確保について
６　高速道路無料措置の継続について
７　特急「スーパーひたち」の運行再開等について
８　道路に関する安全・安心の確保について
９　子どもたちを育む環境の整備に対する支援に

ついて
10　Ｊヴィレッジの早期再開と機能強化について

【要望先】
復 興 大 臣　　　　竹下　亘
文 部 科 学 大 臣　　　　下村　博文
経 済 産 業 大 臣　　　　小渕　優子
厚 生 労 働 大 臣　　　　塩崎　恭久
環 境 大 臣　　　　望月　義夫
国 土 交 通 大 臣　　　　太田　昭宏
原子力災害現地対策本部長 高木　陽介
自由民主党東日本大震災復興加速化本部長
　　　　　　　　 　　　　大島　理森
公 明 党 代 表　　　　山口　那津男

【緊急要望事項】
１　米の風評払拭対策等について

【緊急要望先】
農 林 水 産 大 臣　　　　西川 公也　
農林水産副大臣　　　　あべ 俊子
農林水産事務次官　　　　皆川 芳嗣

【要望事項】
１　廃炉に向けた取組の着実な実施について
２　原子力被害に対する適切な賠償の実施について
３　Ｊヴィレッジの早期再開について
４　職員等の住居を町内へ設置すること
５　関連企業の事業所を町内へ設置すること

【要望先】
東京電力株式会社代表執行役社長
　　　　　　　　 　　　　廣瀬　直己
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ま
ちかど

インタビュー

来
年
大
型
連
休
に
は
高
速
道
路
も
仙
台
ま
で
開
通
予
定

国
道
６
号
線
、全
線
開
通
の
影
響
は

国
道
６
号
線
、全
線
開
通
の
影
響
は

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

●
発
行
／
福
島
県
広
野
町
議
会　

〒
９
７
９

－

０
４
０
２　

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35　

●
編
集
／
広
野
町
議
会
広
報
委
員
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

－

27

－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

田
た

村
むら

　弘
こう

一
いち

さん 
（上浅見川・大谷内）

木
こ

幡
はた

　勝
かつ

廣
ひろ

さん 
（下北迫・東町）

　

　

６
号
国
道
が
通
行
可
能
に

な
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
待

ち
望
ん
で
い
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
通
行
証
が
必
要

で
制
限
が
あ
り
不
便
で
し
た
。

　

し
か
し
、
双
葉
郡
内
の
治
安

が
心
配
で
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
さ
れ

て
は
い
ま
す
が
、
警
備
の
強
化

が
必
要
。

　

月
日
の
流
れ
は
早
い

も
の
で
あ
る
。
あ
の
震

災
原
発
事
故
か
ら
３
年

６
カ
月
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
、
我
が
町
の
再
生
に

向
け
て
一
条
の
光
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
に
は
災
害

公
営
住
宅
へ
の
入
居
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

駅
東
側
整
備
事
業
も
始

ま
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校

の
建
設
地
も
決
ま
り
、

町
の
姿
も
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
確
実
に
変
わ

ろ
う
と
歩
み
始
め
た
よ

う
で
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
町
の
基

幹
産
業
で
も
あ
る
農

業
も
昨
年
を
上
回
る

１
５
４
町
歩
の
田
ん
ぼ

に
作
付
け
が
あ
り
収
穫

期
を
迎
え
稲
穂
が
黄
金

色
に
染
ま
り
た
わ
わ
に

実
っ
た
姿
は
豊
作
の
よ

う
で
あ
る
が
、
手
放
し

で
喜
べ
な
い
米
価
下
落

が
あ
り
こ
こ
は
政
治
の

出
番
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が

皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

頃
は
、
10
月
中
旬
頃
に

な
る
で
し
ょ
う
か
ら
山

野
も
秋
の
色
を
帯
び
、

ど
こ
か
う
ら
寂
し
さ
を

覚
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
お
互
い
ど

こ
で
暮
ら
し
て
い
て
も

ふ
る
里
広
野
の
水
・
空

気
・
風
景
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
復
興
再
生
の
た

め
今
出
来
る
こ
と
を
精

一
杯
し
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　

（
門
馬　

巧
）

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
発
生
か
ら
約
３
年
半
ぶ

り
に
６
号
国
道
全
線
で
一
般
車
両
の
通
行
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

経
済
活
動
の
活
性
化
や
復
興
加
速
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
る
一
方
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
高
速
道
路
の
開
通
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

　

桜
田
交
差
点
の
改
良
等
道
路

の
整
備
も
各
所
で
進
ん
で
い
ま

す
が
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
が
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
さ

ら
な
る
整
備
と
万
が
一
に
備
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

鈴
木
紀
昭

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

渡
邉
正
俊

副
委
員
長　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

塩　

史
子

委　
　

員　

渡
辺
久
長

委　
　

員　

門
馬　

巧

委　
　

員　

畑
中
大
子

委　
　

員　

小
磯
利
雄

　

６
号
国
道
開
通
の
日
に
南
相
馬

市
へ
向
か
い
車
で
通
行
し
ま
し

た
。

　

富
岡
町
以
北
の
国
道
脇
に
は
災

害
に
あ
っ
た
家
や
壊
れ
た
車
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
た
り
、
脇
道
へ

の
入
口
付
近
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
置

か
れ
、
警
備
の
人
々
が
多
数
配
置

さ
れ
て
い
て
、
恐
怖
に
も
似
た
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

放
射
線
量
の
高
い
大
熊
町
や
双

葉
町
の
状
況
が
あ
る
の
に
通
行
を

可
能
に
し
た
こ
と
へ
の
疑
問
と
通

行
し
た
車
の
除
染
が
必
要
な
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

改良工事が行われている桜田交差点


